
令和４年度 第１回  学校運営協議会 議事録 

日時：令和４年７月１４日（木）14:30～16:00  

場所：大阪府立守口東高等学校 校長室  

【出席者】 

<委員> 

寺本 毅（守口市立八雲中学校 校長）【会長】 

長谷川 陽一（桃山学院教育大学 教授）【副会長】 

栗本 太郎（白鳩チルドレンセンター八雲中 園長） 

大毛 美香（本校 ＰＴＡ会長） 

小倉 庸敬（株式会社 淀川製作所 代表取締役） 

竹下 友梨（株式会社 ベネッセコーポレーション） 

<校長> 吉武 進 

<事務局> 

辻 眞人（教頭） 

吉澤 美香（事務長） 

笹山 秋生（首席） 

福山 昌美（首席） 

 

【議事】 

＊協議会開会に先立ち、委嘱状手交 

１． 開会の挨拶 

２． 委員・事務局紹介（資料１） 

３． 会長・副会長の選出 

 会長：寺本 毅 先生 副会長：長谷川 陽一 先生 

４． 学校運営協議会 実施要項 

５． 教科用図書の採択について 

 採択教科書の閲覧、承認 

６． 事務局より 

 ①令和４年度学校経営計画・令和３年度学校経営計画および学校評価について 

 ・校長より変更点についての説明を行い、承認された。 

 ・１、めざす学校像，２、中期的目標について説明（校長） 

  「一人ひとりの『得意』を伸ばしたい」「一生をかけて力をつけていく力」を盛り込んだ。 

 ・３、本年度の取組内容及び自己評価について補足（校長） 

  １（１）イについて、現在教員用機器が揃っていないが、今年度中に教員にも１人１台を実現する。 

   （２）自分の希望した進路への進路実現・・・一人ひとりの希望を叶えたい 

  ２（３）去年からひきつづき取り組む。 

  ３（１）校長ブログを設立し、更新回数を増やす。アクセス回数向上をめざす。 

  ４（２）ストレスチェックの総合数値（低さ）を維持。設備面はよくなくても、人間関係で保っている。 

 ②スクール・ミッション案について 

 スクール・ミッションとは・・・ どんな学校であろうとしているのか（１０年間は変えない目標） 

    スクール・ポリシーへ（５年程度で見直す）と繋がる 

    ※学校経営計画は３年間を見通している 

 本校の案について ・・・生徒の規範意識、社会貢献を意識している。 

      自己肯定感が低い生徒を教員が励ましていきたい。 

・・・生徒の得意を伸ばすが、基礎・基本の定着もはかる。 



７． 協議 

・スクール・ミッションは外に向けてというより中のものというとらえ方でよいか。 

→守口東に勤める教職員や関係者が意識するためのものであると同時に、中学生の高校選びのための判

断材料ともなる。 

・（エ）の独自性を見られると考える。以前の韓国との繋がりも魅力的であった。ひっかかるキーワードが多く

ある方がよいので、近隣の子どもたちとの関わりなども含めて考えてはどうか。 

→（ウ）（エ）は今回公表されないが、参考にさせていただきます。ちなみに（ア）（イ）は校長が変わっても

変更しないとのこと。 

・（イ）について、日進月歩が早すぎて秒進分歩の時代。１０年変えないのはタイムラグが大きすぎるのでは。 

・地域イベントにも積極的に参画してもらえるのは非常にありがたい。コロナが落ち着いてきたらまた以前のよ

うに参加してもらいたい。 

・学校経営計画３．本年度の取組内容、２（１）イに記載の「支援委員会」について教えてもらいたい。また、SC

や SSW との繋がりはどのようになっていますか。 

→支援委員会は不定期に行う会議。人権推進委員会がベースにあり、生徒の生活背景を普段から活発に

情報交換している。その上で、事情をかかえた生徒の学習面の配慮を学校として決めようという組織が「支

援委員会」。最近はコロナのため出席停止となった生徒に対する配慮なども考えたりしている。SC,SSW と

の連携については、必要があれば相談し、アドバイスを受け対応に活用するなどの連携をしている。 

・SSWの領域は教員にはなかなかできない部分であるので、どんどん活用してほしい。 

・ホームページの更新を頻回にされていることについて、ブログやホームページの内容について、主にどなた

にむけてどのようなことを発信されているのか。 

→生徒の活躍する姿を広く知ってもらいたいのが第一。つづいて、保護者が本校の取組内容を知ることや、

中学生へのアピールにつながる。本校がそのようなことをがんばっている生徒たちが居るところですよ、とい

うことを中学生に知ってもらいたい。 

・ＳＮＳなども活用されてみてはどうか。 

・学校がいくらがんばっても、子どもの数が減っている。学校はある程度、地域の拠点として必要なのに、いき

なり再編になるのか。学校自体の定員を少なくするということはしないのか。 

→現在は６クラスが下限だが、６クラスより少なくなると教員数が足りなくなる。 

⇒なお、３年連続で定員に満たず、その後も改善する見込みがない場合に再編整備の対象となる。改善す

る見込みは十分あると考えている。一層がんばって取り組んでいく。 

・守口小学校が現在パンク状態ときいている。守口市は１０歳以下の子どもは増加傾向にあるので、長い目で

みると増えてくるはず。今は厳しいが５年、１０年後には心配ないと思うのでがんばってください。 

・小学校の卒業式では児童を保護者と向い合せにして１人ずつ夢を語らせていた。「YouTuber」になりたい

という夢を語る児童が数名居て驚いた。今は仕事でも YouTube を活用している。守口東も参考にされて、

YouTube も活用した学校 PRをされてはどうか。 

→参考にさせていただきます。 

８． 議決事項 

 ①令和４～５年度学校運営協議会について、会長：寺本 毅 様、副会長：長谷川 陽一 様が選出された。 

 ②令和５年度教科用図書申請について、具体的に閲覧していただき、承認された。 

 ③令和４年度学校経営計画について、前回協議会からの変更点についての説明を行い、承認された。 

９． 事務連絡 

次回の開催について、また案内をさせていただきます。コロナ等の状況をみながら調整をさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

10． 閉会の挨拶 


